
〈小学校理科部会〉
研究 主題 ・副 主題

「科学的な見方や考え方を養 うための個に応じた指導の在 り方」

～問題解決の能力を育てるために必要な資質 ・能力を明らかにした指導の工夫～

研究 の概 要

児 童一 人 一人 に 問題 解 決 の能 力 を育 て るた めの指 導 の在 り方 にっ い ての研 究開発 を行 う

こ とによ り、次 の2点 が明 らか になっ た。

(1)問 題 解 決 の能 力 を分 析 し、 「各 学年 で 育て た い資質 ・能 力」 と して明 らかにす る こ と

で 、発 達段 階 に応 じた適 切 な指 導 をす るこ とが で き る。

(2)「 各学年 で 育 て たい資 質 ・能力 」 を指 導 と評 価 の計 画 に明 確 に位 置 付 け、適 切 に指 導

す る こ とで、 問題解 決 の能力 を意 図的 ・系 統的 に育 て る こ と茄 でき る。

1研 究 の 目的

各 学年 で育て るべ き問題 解 決 の能力 を分 析す る。 それ に基づ き、児童 一人一 人 に問題 解 決

の能 力 を意 図的 ・系統 的 に育 て るた めの指 導の方策 に つ いて研 究 開発 を行 う。

皿 研 究 の 方 法

研 究 仮説 を 、 「問題 解 決 の能 力 を分析 し、 「各 学年 で 育て た い資質 ・能 力 」 として 明 らか

に し、それ を意 図 的 ・系統 的 に指導す る こ とで 、問題 解 決 の能 力 を4年 間 を見通 して効 果 的

に 育 て るこ とがで き る よ うに な る。」 と設 定 した。仮 説 を検 証す るた め に、授業 実践 を通 し

成 果 や 課題 を明 らかにす る。

皿 研 究 内 容

1児 童 の実 態 を踏 ま えた、 問題 解決 の能 力 を育て るた めの 学習 指導の 在 り方

(1)各 学年 で育て るべ き問 題解 決 の能力 の分析

各 学年 で育 て るべ き問題解 決 の能 力 は学習 指導 要領 に明示 され てい る。 それ を分 析 し、

意 図的 ・系統的 に指導 す る こ とで、児 童一人 一人 に問 題解 決 の能 力 を よ り効果 的 に育 て る

こ とが で き る と考 えた。

問題解 決 の能 力 を、 「各学 年 で育 て たい資質 ・能 力」 と して 以 下の よ うに分 析 した。

■第3学 年 に育 てるべき 問題解 決の能カ……比較する力

①全体の特徴をとらえる。 ②=二つのものを全体の様子で比べる。

③比較するポイントを見付ける。 ④ポイントごとに比較する。

⑤差異点や共通点を見いだす。(違うところや似ているところをとらえる。)

⑥差違点や共通点を表獄どにまとめることで、それぞれの特徴をとらえる。

■第4学 年 に育て るべ き問題解 決の能カ……要因を抽出する力 ・関係付ける力

①一つの事象の変化をとらえる。 ②関連する要因を見いだす。

③ある要因の変化と、事象の変化との関係をとらえる。

④一つの要因を意図的に変化さぜたときの事象の変化をとらえる。
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■第5学 年 に育 てるべき 問題解決 の能カ……計画的に追究する力 ・条件を制御する力

①関係のある条件を抽出する。 ②変える条件と変えない条件を明確にする。

③条件を意図的に変化させる。

④条件を意図的に変化させたときの結果を定量的にとらえる。

■第6学 年 に育 てるべき問題解決 の能カ……多面的に追究する力

①一つのことをいくつかの方法で確かめる。 ②いくつかの結果から一つの結論を導き出す。

③既習内容を関係付けて、新しい見方や考え方をもっ。

なお 、 これ らは各学 年 にお け る理科 の学 習全 体 を通 して育 て るべ き資質 ・能 力 で あ る。

す べて を1単 位 時間 の授 業 の 中で扱 うこ とはで きな い こ と もあ る。 単元や 学 習 内容 に即 し

意 図的 ・系統 的 に育 ててい く こ とが必 要で あ る。

(2)「 各学年 で育 て たい資質 ・能力 」 の と らえ方

問題解 決 の能力 は 、理科 の 学習 を通 して意 図的 ・系統 的 に育 てて い くこ とが大切 で あ る。

例 えば、 第4学 年 で 「関係 付 け るカ」 を身 に付 け るた め には 、前学年 の 「比較 す るカ 」

が確 か に身 に付 いて い る こ とが必 要 で あるeま た 、第4学 年 で 「関係 付 ける力」 を育 て る

過程 で 、第5学 年 で育 て るべ き 「条件 を制御 す るカ 」 につ なが る見方 や考 え方 を発 揮 す る

こ ともあ る。

そ こで 、問題 解決 の 能力 を分析 し、「各学 年 で 育 て たい 資 質 ・能力 」 と して整 理 す る こ

とで 、 当該 学年 で 育て るべ き問題 解 決 の能 力 を確 か に育 て るこ とに加 え、次の学年 にっ な

が る資 質 を系統 的 ・発 展的 に育 てて い くこ とが で き る と考 え た。

【図1】
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「各学年で育てたい資質 ・能力」のモデル
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2児 童 の資 質 ・能 力を育 て るため の指導 の工 夫

「各 学年 で育 てた い資質 ・能 力 」 を伸 ば し、 問題 解 決 の能 力 を確 か に育て るた めに は、指 導

法 を見 直 し、適 切 な指導 ・支援 を行 うこ とが 必要 で あ る。 指 導 の意図 を明確 にす る ことで 、

児 童 一 人一 人 の資 質 ・能 力 を伸 ばす ことがで き る と考 え、次ペ ー ジ に示 した5点 につ い て指

導 の 工夫 を行 った。 なお 、指 導 の 工夫 を取 り入 れ た実 践 の記録 を44ペ ー ジ以 降 にま とめ た。
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(1)見 取 り方 の 工夫

授 業 で は、児 童 の学 習状況 を漠 然 とつ かむの で はな く、下 のア か らウ のよ うな方 法で 的

確 に評 価 し、 「各 学 年 で 育 てた い資質 ・能 力 」 につ な が る よ うな指 導 ・支 援 を心 が け る。

ア 行動観察 イ.ノ ー トなどの学習記録の分析 ウ 発言分析

(2)発 問 の 工 夫(44、45ペ ー ジ 参 照)

ア 既有の経験や考えを引き出す発問

ウ 目的や内容が明確にはる発問

イ 問題解決に見通しをもたせる発問

工 思考を深める発問

(3)ノ ー ト指導 の 工夫

ノー トは 、児童 が 学習 を進 め る際 の基 に な るもの であ る。 児童 が 自身 の思考 の流 れ を意

識 し、問題 解 決 の過程 を明確 にで き るよ う、 ノー トに書 くべ き内容 を具体 的 に指導 す る。

また、 ノー トに コメ ン トな どを入れ 、個 に応 じて 資質 ・能力 を育 て る よ うにす る。

ア

イ

ウ

工

客観性をもたせる。)

オ 追究途中や解決後に

新 しく出てきた疑問や

問題点などを書かせる。

(児童の思考の流れを

重視する。)

学習問題と、それに対する自分の予想や根拠を書かせる。(見通しをもった学習とする。)

解決の見通しと追究方法を書かせる。(図や絵などを入れるような工夫をさせる。)

実験や観察の結果を記録させる。(事実と感想などを明確に分ける。)

結果や友達との情報交換を基に、自分の言葉で考察し、結論をもたせる。(実証性、再現性、

【図2】 ノー ト指導 の例

2月2j日(火)

『電磁石 のせい しつj

l圓 勤 を強 くする鮒 欄 べよう1

電 流 を強 くす る ヒよいの では。

→ 直列 つな ぎにす る と、 豆 電球

理麟 藷 聚、縞 蒜 砦 じいです.
・変 える条件→ 竜池 の数

・変 えない条件噂巻 き数

→ 導線 の長 さ

→鉄 心

比べるた6りの藁件琶よく考えました。

① かん電池2つ ② かん電池1つ

(直 列 つな ぎ)

気》 貫》

弔顧僻 石に付いた列 ガ の数
「聞【 「 1回 2回 3回 平均

①2つ 35 27 38 33[3

②1つ 22 26 16 21.3

か ん電池の 数 が多いほ うが、 電

xや鞠 翻 協1も冨 縷避齢 貌
00く んは検流計で豊流の強さ

羅灘撚:!
謁 繍 あ軸 間靴 しましめ 詔

(4)板 書 の 工 夫(46、47ペ ー一ジ 参 照)

ア

イ

ウ

問題解決の能力を育てることを意識した板書

学習の流れや学習内容を明確にすることを意識した板書

ノート指導の工夫を意識した板書

(5)声 か けの 工夫(48、49ペ ー ジ参 照)

児 童 が発言 や ノー トで十 分 に表 現 しきれ な か った こ とを 聞 き取 り、適切 な助 言 をす る。

ア 授業のねらいにせまるための声かけ イ

ウ 次学年以降につながる資質にかかわる声かけ

その学年で育てる能力にかかわる声力、け
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3実 践 事例 ① 発問 の工 夫 第3学 年 「豆電 球 にあか りをつ け よ う」

(1)発 問 の 工夫

指 導 と評 価 の計画 に 明確 に位 置付 けた 「各学年 で育 てた い資質 ・能力 」 に照 ら して 児童

の 姿 を見 取 る。 それ に基 づ き、 自然事 象 と適 切 に かか わ らせ た り、考 えを交 流 させ た りな

どの適 切 な指導 をす るた め に、意 図的 ・計画 的 な発 問 を工夫す る ことが大切 で あ る。

【発問ア】既有の経験や考えを引き出す発問

.学 習内容と似ている経験を想起させるなど、学習に関係する経験や考えを整理させる。

.実 験万法や結果の見方を考える際に、学習経験を想起させる。

●児童が自分の考えを適切な言葉として表すことができるよう助言する。

【発問イ】問題解決に見通 しをもたせる発問

。観察や実験などの結果の整理の仕方を考えさせる。

.観 察や実験などの視点を明確にさせ、その結果の意味を考えさせる。

・児童のもった疑問を整理させ、問いをもたぜるようにする。

.児 童同士の結果や考えを比べるようにする。

【発間ウ】目的や内容が明確 になる発問

・観察や実験などの目的を明確にさぜる。

■観察や実験などを行う際に、何を見るのかを意識させる。

【発問工】思考を深める発問

.事 象や結果の差異点や共通点に目を向けさせる。

.事 象や観察 ・実験などの結果の要因を考えさせる。

(2)単 元 の 目標

乾電 池 に豆電 球 な どをつ な いで働 かせ 、っ な ぎ方や 回路 につ な ぐ物 を比較 しな が ら調べ 、

見 い だ した問題 を興味 ・関心 を もっ て追究 す る活 動 を通 して、電 気 の回路 につ いて の考 え

を もっ よ うにす る。

(3)指 導 計画(全8時 間)

第1次 電気 の 通 り道

1時 乾電 池 を使 っ て豆電 球 をつ け よ う

・2・3時 豆電 球 がつ くとき とつか ない ときのっ な ぎ方 を調べ よ う

第2次 電気 を通す 物 と通 さない物

1時 電気 を通す 物 と通 さない物 を予 想 しよ う

・2・3時(展 開例)電 気 を通す 物 と通 さな い物 を調 べ て仲 間分 け しよ う

第3次 お もちゃ を作 ろ う

1時 電 気 を通 す物 と通 さな い物 や 豆電 球 を使 って、 お もちゃ を作 ろ う

2時 分 か っ た こ とをま とめ よ う
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(4)展 開例(第2次2・3時)

① 目標

・豆電 球 と乾電 池 を使 ったテ ス ター で身近 な物 を調 ぺ 、電 気 を通す物 と通 さない物 に仲

間分 けす る ことが で き る。

・電気 を通 す物 と通 さない物 に仲 間分 けす るこ とを通 し、そ の物 の特 徴 を考 え る こ とが

で き る。

② 本時 の展 開

学習活動

【電 気 を通す物 と通 さ

ない物 を調ぺよ う】

電 気 を 通 す 物 と

通 さ な い物 は、ど

ん な 物だ ろ う。

O電 気 を通す 物 と通

さない物 の 予想 を

確 認 す る。

O豆 電 疎 と乾電池 を

使 った テ ス ター で

調 べ て 記録 す る。

O調 べ て 気付 い た こ

とを発 表 し、結果

を ま とめる。

O電 気 を通 した物 と

通 さない物 を比べ

その特 徴 を考 える。

O電 気 を通 す物 と通

さな い物 の特 徴 を

ま とめ る。

児童の反応 教師 の働 きかけ 発問の工夫

どんな物 が電気 を通 して、どんな物 が亀

気 を通 さないのかな。

豆電球 が ど うな った ら、

電気 を通す 物だ とい え る

のです か。

豆電球都ついた ら、電気

を通す物ね。

o

.1≦

-1

実験の目的や視点を

はっきりさせよう。

【発同ウ】

調べた物の素材 に目

を向けさせよう。

【発問ウ】

調 べ た 物 は 、 何 で

で き て い る の で し

ょ うか。

。 言し ・

ハ サ ミは 、 電気 を

通 す所 と通 さない

所 があったよ。

電 気 を 通 す と思 っ て

い た の に 通 さ な か っ

た物には 、どん な物 が

あ りま したか。

予 想と違 う結果か

ら、疑問 をもたせ、

素材 に目を向けさ

せ よう。 【発問イ】

蛛 で で きてい るの に電気

を通 さなかったのは、何 が

違 うた からで しょ う。

銀 色 の物 は 、電気

を通す のかなあ.

電気を通した物を見て、似

ている所はないかな』

o

u。

物の素材の差異点や

共通点を見っけさせ
よう。 【発問工】

電気 を通さな かつ

た物 にも 目を 向げ

させ、仲間分けした

物の 特徴を とらえ
させよう。【発問イ】

鉄 の仲間は 、電気を通す

と思 う。紙や プラスチ ッ

クは通 さな いわ。

F
馳
,

壁

し

電気を通した物はどんな仲間

かな?電 気を通さなかった

物はどんな仲間かな。

P(⊃(⊃

「金 属 」 という 言

葉を 用 い て子 ども

の考 え を まとめ さ

せよう,【 発 問ア】

金属は 、電気 を通すのね。

一45一



4実 践 事例 ② 板書 のヱ 夫 第3学 年 「日なた と 日かげ を くらべ よ う」

(1)板 書 の工 夫

児 童 の見 方や 考 え方 な どを広 げ た り深 め た り、学習 の流れ や学 習 内容 を明確 に した りす

るため に 、意 図的 ・計 画的 な板 書 の工夫 をす る こ とが大 切 で あ る。 また 、児童 の発 達段 階

に応 じて板 書 を工夫す る こ とで 、 ノー ト指 導 に も効 果的 で あ る。

【板書ア】問題解決の能力を育てることを意識 した板書

・各学年で育てるべき問題解決の能力を意識させる板書をする。

・ 「各学年で育てたい資質 ・能力」を意識させる板書をする。

.自 身の活動が問題解決の過程のどの段階にあるか憲識さぜる板書をする。

【板書イ】学習の流れや学習内容を明確にすることを意識 した板書

■問題解決の過程を意識させる板書をする。

・観察や実験などの結果や考察の整理など、学習のねらいの実現につながる板書をする。

■学習内容の確認など、学習の振り返りが容易になるような板書をする、

【板 書 ウ】 ノー ト指 導 の 工 夫 を 意 識 した 板書

■児童の発達段階に応 じ、ノー ト指導の参考 となる板書をする。

(板書を写す ノー トか ら、ボ ー トフオリオ的なノー トづ くりへの段階的獄指導のための板 書)

(「問題」、「予想」、「結果」、「分かったこと」、「結論」、「感想」ぼどの項 目を段階的に示すな ど、

問題解決の過程を学年 に応 じて意識させるノー トづ くりのための板書)

(2)単 元 の 目標

日な た と 日陰 の地 面 の様 子 に興味 を もち、太 陽 の光 が 当た って い る地 面 と当た っ て い な

い地 面 の様 子 を比較 しなが ら調 ぺ、 日な た と 日陰 の地 面 の様 子 には違い が ある こ とを と ら

え る こ とが で きる よ うにす る。 また 、影 の位置 の変 化 と太 陽 の動 き との 関係 を調 べ 、影 の

位 置 は 、太 陽の 動 きに よって 変化す る こ とを と らえ るこ とが で きる よ うにす る。

(3)指 導 計 画(全7時 間)

・第1時 地 面 を さ わ っ て く らべ よ う

・第2時(展 開例)地 面 の ちが いを た しか め よ う

・第3時 か げのひ みっ を しらべ よ う

・第4時 太 陽 とか げのひみ つ を さ ぐろ う

・第5・6時 か げの動 きを しらべ よ う

・第7時 太 陽 の動 きを ま とめ よ う

(4)展 開例(2/7時)

① 目標

日な た と同陰 の地 面 の温 か さの違 い に興味 を も ち、地面 に 手を 当てて 調べ た り、温 度

計 を使 って調べ た り しなが ら、温度や 湿 り気 の違 い に気付 き、記録す るこ とが で き る。
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② 本時の展開(2/7時)

学習活學

日なた と日かげの地面の

ちがいをたしかめよう

○ 日な た と 日陰 の 地 面 の

様 子の違 いを思い 出す。

O日 な た と 目陰 の 地 面 の

違 い を、温度計 を適切に

使 って調べ る.

O結 果 を 予想 し、ノー トに

記 入 して か ら異験 す る.

O日 な た と 日陰 を 調 べ て

み て 、 分 か った こ とを 、

ノー トに ま とめ る。

O自 分 の気 付 い た こ とを

発 表 した り、他 の児童の

発表 を聞いた りす る。

児童の反応 教師の働きかけ 板書の工夫など

温 か さは どの く らい

違 うかな。

日なた と日陰で は、温度 が違

うと思 う。

温 度 の違 い を温度 計 で確 か

めてみたいな。

「温 か さ 」 を

「温度」として

定 量 的 に と ら

・㌔,;一 させたい・

温度 計の 使い 方 を説 明

します。

使 い方 がよ く分か ったわ。

地面の温度 を砲かめてみたい。

初 め て扱 う道貝た か

ら、使 い方 を掲示

しよう。危 険は と

記 ま雪驚 謂 し

比 べた結果が 分か り

温度 を予想 しな力宝ら、日なた やす くまとめられ
るよ うな板書 に しの地 面 と 日陰 の 地 面 の 温度

員 ∩ よう。 【振■ウ】

を実際に比べてみ ま しょ う。 燕 ・'㍉
剛一 凸

予想 通 り 日な たの

地 面 の方 がOO度 で

温かか った。

日陰 の地 面 はOO度

しかなか った。

予 想と同 じ結果 で

も 、違う結 果でも、

その理由を考え さ

せ よう。

③ 本時の板書計画

9/26

日なたと日かげの地面のようすのちが ・

温度 計 を使 って

ていねいに さわ って

日なた

温 度 が 高 い(28度)

か わ いて い る

明 るい

わ か った こ と

「比較」を意識 さ

せ る 記 録 の 工 夫

をする。【鞭書ア 】

温 度 が 低 い(25度}

しめ っ て い る

く らい

科 学 的 な 思考 を深 め

られ るよ う な 項 目 を

つ くる。 【板● イ】

1思っ た こ と、 考 え た こ と}

温度計 の使い方

(運 び方}

しっか り手に持 って運ぷ

(め も りの読み方〕

太陽の光 にちょくせっ 当てない。

その場所 で しば らく してか ら見る.

温度計の正面か ら見 る。

近いほ うのめも りを読む.

(地 面の温度 をはか るとき)

温度計 で地面にあな を開 けない。

(折 れた とき)

ガ ラスでできているの で、けがに気 を

つ ける。
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5実 践 事 例③ 声か けの工 夫M5学 年 「流れ る水の はた らき」

(1)声 か けの 工夫

児 童 が発 言や ノー トで十分 に表 現 しきれ なか った こ とを聞 き取 り、適 切 な助 言 をす る。

【声かけア】授業のねらいにせまるための声かけ

。児童の書動を個票に記録し、授業のねらいの実現につなげるために助言する。

・観察や実験などが不十分な児童に対して、個別にもう一度対象を見直し、比較したり、要因を

とらえさせたり、条件を制御させたり、多面的に追究さぜたりするために助言する。

・規則性を見いだすために、既習事項を見直してみるよう助書する。

【声かけイ】その学年で育てる能力に力、かわる声かけ

●事象を比較するよう助言する。.事 象の変化の要因を考えるよう助言する。

.要 因を見いだしたら、変える条件や変えない条件を設定するよう助言する。

・いくつかの方法で確かめたり、既習内容を関連付けたりするよう助言する。

【声かけウ】次学年以降につながる資賃にかかわる声かけ

●調べた内容と実際の様子を関係付ける見方や考え方を価値付けたり,広 げたりする。

●事象の変化には様々な要因が関係しているという見方や考え方を価値付けたり,広 げたりする。

.学 習で得たことを実感する見方や考え方を価値付けたり,広 げたりする。

(2)単 元 の 目標

地 面 を流れ る水や川 の様子 を観 察 し、時 間や水 量 、 自然災 害 な どに 目を向 けなが ら調 べ 、

見 いだ した 問題 を計画 的 に追 究 す る活動 を通 して 、 自然 の力 の大 き さを感 じ、流水 の働 き

の規則 性 につ い ての見 方や 考 え方 を養 う。

(3)指 導計 画(全11時 間)

第 一 次 神 田川 の様子 を調 べ よ う

・1時 満 水 時 に護 岸 工事 が され てい ない と ど うな るか考 え よ う

・2・3時 ミニ神 田川 を作 り、水 の流 れ る ときや そ の あ とを調 べてみ よ う

第 二次 自分 の問題 を決 め 、実験 を しよ う

・1時 ミニ神 田川 の実験 か ら分 か った こ と、気 付 い た こ と、不思議 に 思

づた ことを発 表 して問題 を決 め よ う

・2・3時

・4・5時(展 開 例)

・6時

自分の 問題 を証 明す るた め の実験 方 法 を考 え よ う

流 れ る水 の働 きに よって 土地 が どの よ うに変 化 をす るか、実隙 に

調 べ よ う

実 験 の結果 か ら分 かっ た こ とを発 表 して 自分 の考 えを深 め よ う

第 三 次 実 際の川 に 当て はめ て考 え てみ よ う

・1・2時 モデ ル 実験 で分 か った流れ る水 の働 き を実際 の川 と比較 して考 え

よ う

(4)展 開例(第2次4時)

① 本 時 の 目標

・流 れ る水 の条件 を制 御 して、 モデ ル実験装 置 を操 作 して計 画的 に実験 を行 う。
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② 本時の展開

学習活動

流れる水の働きに

よって土地がどの

ように変化をする

か実験で調べよう。

児童の反応 教師の働きかけ

Oそ れぞれの実験計画

麟　 経

0実 験 によって分かっ

た ことをノー トに記

録す る。

○授業後の声かけ

経

経

川が曲がっているところが

どの ように変化するのかを

調べたいな。

声かけの工夫

実験条件を制御さ

ぜたい。【潤訓寸イ】

川の水の量を一定 にするな

ど、まわりの環境を同 じに し

てお くこと溺大切だね。

水を流 してみると、カーブの外側

は多 く削られて、内側は積もって

いるように見えるわ.

川の曲がってい るところに目印

をつけておくとどうだろう。甕化

示分か りやすくなると思 うよ。

川の曲がっているところに、旗

のようなものを立てておこう。

倒れ方をよく観察 しよう。

案験をしっかり観察

させたい。【声かけア】

ペ ットボ トルの本数を変えて、

水の量を変化 させたらどうなる

かな。

別の条件についても

調べさせたい。

【声かけウ】

次の実験では、水の量を変え

た り、土と砂を混ぜたりして

実験 したいな。

日常生活と結び付けて

考えた価値ある姿だと

考えられる。【声加寸ウ】

水を多 くするとい うことは、大雨が降った

状態と同じと考えることができそうだね。

経
流れ る水が地面を削 るきま りが

まだよく分からないな。どのよう

にすれば分かるのかな。よい方法

はあるのかな。

実験がしやすく、結果

が はっき り分か るよ

うは万法をア ドバ イ

スしよう。【声かけイ】

水の量だけを変えてみて、あ との条件

は同 じにしてみよう。きまりを見付け

るには、自分なりの予想 とその理由を

考えて突験することも大切ですよ。
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r1成 果 と課 題

1研 究の成果

(1)各 学年における問題解決の能力を分析 した 「各学年で育てたい資質 ・能 力」を意 図的に育てて

い くような学習活動 を展開する ことが、問題解 決の能力を確かに育て るのに有効である。

例 えば 、 第3学 年 「豆 電球 に あか りをつ け よ う」 単 元 で の実 際 の学 習活動 と、 「各学 年 で

育 て た い資 質 ・能 力 」 には次 の よ うな関係 が あ る。

① 豆 電球 が点 灯 した り、 しなか った りす る こ とが分 か る。 ② 点灯す る とき と しな い とき を

比べ てみ る。 ③ 豆電 球や 乾 電池 、導 線 のつ なぎ方 に着 目す る。 ④違 うところを調 べ てみ る。

⑤違 うとこ ろを見付 け る。 ⑥ 点灯す る とき と しな い とき に分 けて ノー トに記 録す る。

(丸数 字 は41ペ ー ジ 「第3学 年 に育 て るべ き問題 解 決 の能 力 ・・…・比較 す るカ」 に対 応)

分 析 の結果 と学 習活動 とを 関係 付 ける こ とで 、指 導 内容 が 明確 にな り、問題解 決 の能力 を

育 て るの に有効 で あった。 また 、 「各 学年 で育 て た い資 質 ・能 力 」 を明 らかに した こ とで 、

補 充的な 指 導や発 展 的 な指 導 な ど、児 童 の実態 に応 じた指 導 を工 夫す るこ とがで きた。

② 問題解決の能 力を該 当学年だけで育てよ うとす るのでな く、r各 学年で育てたい資質 ・能力」

に基 づき、第3学 年か ら第6学 年までの4年 間 を見通 して意図的 ・系統的に育ててい くことで、

児童の問題餌決の能力がさらに高 まる。

第3学 年 「日なた と日か げ を くらべ よ う」単元 で は、 日な た と 日陰 の温度 の違 い を調 べ る

学 習 を通 して 、 「比較 す るカ」 を身 に付 けて い く。 児童 の実 際 の学 習 の様子 を見 る と、影 の

動 き と太 陽 の動 き とを関係付 けて考 える児童 がい た り(第4学 年 「関係 付 け るカ 」 に該 当)、

温 度 測 定の 際同 じ場所 で測 る こ とに こだ わ る児童 が い た り(第5学 年 「条件 を制御 す る力 」

の基 に な る資質)す る。第3学 年 のす べ ての児童 に育 て るべ き資質 や 能力 ではな い が、 これ

らの 活 動 を次学年 以降 につ な が る資質 で あ る と見取 り、認 め てい くこ とが 大切 で あ る。 この

よ うな 見取 りを して い く ことが、 学年 を超 えて児 童 の資 質 ・能 力 を育 て るのに効果 が あ る。

(3)指 導法の基本 を見直 し、具体的に改善す ることで、児童の資質 ・能 力を伸ばす ことができる。

「各 学年 で育 て た い資質 ・能力 」 を明 確化 す る こ とで、 「指 導 と評価 の一 体化」 が 実 現 し、

児 童 の 実態 に応 じた指 導 をす るこ とがで きた。児 童 へ の 声か け も意 図 的 に行 うな ど、指 導者

の指 導 ・支援 一 つ一 っ を理 科 の教 科特 性 に照 ら した意 味 あ る もの にす るこ とが 大切 であ る。

2今 後 の課 題

問 題解 決 の能 力 の育成 は、小学 校 で終 わ る もので はな い。 中学校 の 「総 合的 な ものの 見方

や 考 え方」 にっ なが る指導 を考 えて い く必 要が あ る。

児 童 の資 質 ・能力 を育 て る ため には、指 導者 の効 果 的 な指 導 ・支援 が 求め られ る。児 童 の

資 質 ・能 力 を育 て るための指 導 は、児 童 の活動 を見 取 り、判 断す る指 導者 の力 量 に帰結 す る

とい え る。 今 回 は、指導 者 の指 導 の在 り方 を研 究 して きたが 、今 後 も、児 童 の実態 に応 じた

具 体 的 な指 導 につ いて研 究開 発 して い くこ とが必 要 で あ る.

-50一


	主題・副主題　「科学的な見方や考え方を養うための個に応じた指導の在り方」～問題解決の能力を育てるために必要な資質・能力を明らかにした指導の工夫～
	内容
	３年　発問の工夫　「豆電球にあかりをつけよう」
	３年　板書の工夫　「日なたと日かげを比べよう」　
	５年　声かけの工夫　「流れる水のはたらき」


	成果と課題

